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3 − 3 火 山灰 土壌 粘 土 中 の
一一

ア ロ フ ェ ン 様 成 分
一一

の ト リ メ チ ル シ リ ル 化分 析

　土壌粘土中の
”

ア ロ フ ェ ン 様成分
＋’
は、DCB 一熱2％

Na ，CO， 処理 で溶解する
”
ア ロ フ ェ ン類似の非晶質ケ

イ酸 ア ル ミ ニ ウム
t’
で ある こ とが選 択溶解一

示差赤外

線吸収分析法によ り明 らかにされて い る 。 本研究で は

火山灰土壌粘土中 の ア ロ フ ェ ン 様成分を ト リメ チ ル シ

リル （TMS｝化法によ り分析する ことを試みた。

　ガ ラ ス 質火山灰層の 赤音地 1試料と黒音地 1試料を

用 い 、有機物 を分解 ・除去 した後、pH　4．5で分散す る

粒子を分離 し、さらに粗粘土と細粘土に 分画 した 。

　まず、こ れ らの 粘土 につ い て TMS 化 を行な い 、ガ ス

ク ロ マ トグ ラ フ ィ
ー〔GC〕に よ り単量体ケイ酸 （SiO2 ％）

を分析 した 。 つ い で 、重量既知 の粘土試料を用 い て、

DCB一熱 2％ Na2CO 拠 理 を行な い 、最後に IM　NaClと蒸

留 ・脱イ オ ン水で 処理粘土を遠沈洗浄 した 。 こ の 後、

粘土 を
一

定量 の蒸留
・脱イ オ ン 水に懸濁 し、こ の

一
部

を用い て粘土 の重量を求め、TMS 化一GC に よ り処理粘
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土中 の 単量体ケイ酸 を計算した 。 、処理 に よ る単量体ケ

イ酸の減量 をア ロ フ ェ ン 様成分 に よ る もの と し た。

　 （1）DCB−2％ Na2CO
， 処理前 ・処理後の粘土試料に つ

い て そ の 示差赤外線吸収 ス ベ ク トル を調 べ た結果、す

べ て の 試料で 920〜 940cm
− 1

と 550〜 5了0  

闇1
｛寸近

に極大を持つ 明瞭な 吸 収帯が認め られ、ケイ酸 ア ル ミ

ニ ウム 成分の溶解 した こ とが確認 された。

　   脱鉄処理前の 粘土 の単量体ケ イ酸 （平均値）

は、赤音地よ り分離した粘土 で約 12％で あ り、細粘土

で は 若干多 い 傾向が 認 め られ た 。 しか し、黒音地 よ り

分離 した粘土 で は 約 5％ で あ り、粒子径 に よ る 違 い も

赤音地粘土 の 場合 と同様で あ っ た。

　 〔3）本分析法は、遠 沈洗浄の際に粘土 の損失に よ り

プ ラ ス の 誤 差 を生 じ る可能性 も あ るが 、平 均値 で 示 す

と粘土 中 の 単量体ケ イ 酸量 の 約 26％ （赤音地粘土）〜

53％ （黒音地粘土）が ア ロ フ ェ ン 様成分と計算された e

3 − 4 非ア ロ フ ェ ン 質黒ボ ク土の 風化 と 活性 ア ル ミ ニ ウム ， 鉄含量 の 変化
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（目的）　 活性 アILiニウム
，鉄 の 風化 に 伴 う 量 的、質的変化

を明らか に す る こ とは 黒 ボ ク土の 生成を考える上 で 重要

で ある。 そ こ で 本報告 で は、こ れまで 未整理 で あ っ た

非 70フェン質黒 ボ ク土 の 風化 （粘土含量 の 増加） に 伴 う活

性Al．Feの 含量および存在形態 の 変化 に つ い て 明 か に し

た の で、報 告 す る。

（試 料 と 実 験 方 法）　 供試 土 壌 は、，東 北 地 方を 中心 と

し た非ア囗フ1ン質黒ボ ク土 14断面 で あ る 。 土壌全体の 各種

選 択 溶 解 処 理 に 加 え て 、2 ：且型 中 間 種 鉱物 の 層 間 物 質 の

定性 ・定 量 の た め に 1／3MPIン酸 Na熱 処 理 お よび 示 差 赤 外

線分析 を、ま た 結晶性鉄鉱物同定 の た め に 示差 X 線回

折 を 行 な っ た 。

（紡果）非アOフェン質黒 ボ ク土 の 活 性 Al （AlO：酸性 シュウ酸塩

可 溶AI） の 主 体 は Al一腐 植複合体 で あ る。そ の 含 量 は 粘
．

土 含 量 20−・30Xの 土 壌 で 最 大 （2−・3X） と な り、そ れ 以

上 の 土 壌 で は 減 少 す る 傾 向 が あ っ た。2：1型 中 間 種 鉱 物

の 層 問 よ り 抽出 さ れ るAl量 （AlcX） は、粘土 お よび 土

壌 あ た りで 粘土含量の 増加 と と も に 増 え、土壌 あ た り

で 約 1〜3Xで あ っ た 。 こ の こ とか ら、火 山 ガ ラスよ り溶出

した Alの一部は 活性 A1画分 と な ら ず 2：1型 鉱物 の 層問 に

固 定 さ れ 、固定A1量 は 風 化 と と も に 増 加 す る と考 え ら

れ る。さ らに 、こ の こ と は 2：1型 鉱 物 は 腐植 の 集猟 や ア

D）エ ンの 生成に 対 し て 抑制 的 に 作 用 す る こ と を 示唆す る。

OW 酸 Nafa処理 の 溶解成分 の Si！AIEt；LkはO．6〜1．3で、

示 差 IRスペ 外 ルよ りアiLミ丿ケイ酸 塩 の 可 能 性 が 示唆さ れ た。

　 名舌性 露失　（Feo ：酸性 シュウ酸塩 可 溶 Pe）　含 量 1ま、　粘土含 量

約 30X以 上 の 土 壌 で
一定 （1〜2X）とな る。一方、遊 離

酸化鉄含量 （FedX）お よ び 鉄鉱物の 化学的結晶化度 は

粘 土 含 量 に ほ ぽ 比 例 的 に 増 加 した 。 こ の 結果よ り、粘

土 含 量 は 風 化程度 を 表 わ す と考え ら れ、風 化 の 進行 と

と も に 鉄鉱物 は
・
し だ い に 結 晶 化 す る （示 差 X 線回折 よ

りゲ ー9仆 が 主 体 ） こ と が 明 か と な っ た 。
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